
世田谷環境学習会だより 2023 年 10 月号  №130 

10 月 7 日川崎市麻生区岡上営農団地見学 銀杏の実 

 

11 月-12 月の活動カレンダー    

11 月 12 月 

11/2(木) 環境入門講座 4 日目(地球環境) 12/9(土) 部会(食と農) ZOOM 会議 10 時～ 

11/4(土) 定例会 (水部会)10 時集合 

「水の科学館」見学 

12/18(月) 部会(みどり) ZOOM 会議 13 時半～ 

1１/11(土) 部会(食と農) ZOOM 会議 10 時～ 12/19(火) 「連絡会議」ZOOM 会議 10 時～ 

11/15(水) 部会(地球環境)ZOOM 会議 19 時半～   

11/16(木) 環境入門講座 5 日目(みどり)   

1１/19(日) エコアップ探検隊秋編   

1１/20(月) 公開部会(みどり)御岳渓谷散策 10 時～   

11/21(火) 「連絡会議」ZOOM 会議 10 時～   

11/30(木) 環境入門講座 6 日目(まとめ)   
 

 
       お知らせコーナー        

 

環境入門講座開講中 

日時：１１月 2 日(木) ～ 11 月 30 日(木) 

隔週木曜日 残り３回 開催 

 

❤ 主  な   内   容       

・11―12 月の活動カレンダー 

・ご案内・予告：お知らせ 

・部会・活動チームの活動報告と記

録 



 エコアップ探検隊 秋編のご案内            エコアップ探検担当 

 開催日   １１月 1９日（日）＜12：00 総合運動場体育館前集合＞ 午後１時～４時頃 

  場 所   砧公園 総合運動場会議室兼軽運動室 

 テ－マ   「自然観察や木の実拾い と クリスマスリース作り」 
 

！！！世界で一つのクリスマスリースを作ろう！！！ 

① 募集開始： １０月１５日     先着４０名 

② 木の実拾い：リース材料の木の実拾いは９月２５日の９月定例会（みどり部会主催）で実施

頂きました。 

③ チラシ配布：１０月１５日頃から開始 

④ クリスマスリースの土台となる 葛の採集：日程調整中、多くの方の参加を期待 

⑤ 下見・打合せ：１１月１２日（日） 13：00 大蔵地区会館集合 

夏編は雨で中止となりましたが、夏編応募の方の秋編申込も予想されます。 

スタッフの募集を後刻行いますのでよろしくお願い致します。 

 

 

 １1月定例会のご案内                     (水部会 担当)          

 開催日   １１月４日（土）10 時集合（2 ヶ所ありますのでどちらかの駅をご連絡ください） 

① りんかい線国際展示場駅改札口（岡村担当） 

② ゆりかもめ 東京ビックサイト駅改札口（森崎担当） 

  場 所   「水の科学館」の見学 

 テ－マ  昨年度は「虹の下水道館」にて下水道関連の施設を見学しましたので今年度は上水道！

と、いうことで「水の科学館」にて「有明給水所」の見学を企画しました。 

水道の蛇口から出てくる水が どこで生まれどこを通ってくるのかを「体験出来るミュ

ージアム」となっております。案内人ありの「館内ツアー」「アクアツアー（給水所見

学）」の後に 館内を自由に見学していただく予定です。 

集合場所が2か所になっておりますので ご参加くださる方は どちらの駅を利用する

かも含め10月30日（月）までにご連絡ください。皆さまのご参加をお待ちしていま

す。 

連絡先 chizuru@ruby.plala.or.jp  森﨑千鶴 

当日連絡先 岡村：080‐4185-6101   森崎：090-4390-7305 
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 １1月公開部会のご案内                   （みどり部会 担当）          

 開催日   11 月 20 日（月） 10：00～14：00 

  場 所   ＪＲ青梅線 御嶽駅改札前 10 時集合 

 テ－マ   秋の里山歩き・紅葉の御岳渓谷 

清らかな多摩川上流、御岳渓谷の美しさは秩父多摩甲斐国立公園

随一ともいわれています。流れの激しい御嶽駅周辺の上流から、

流れの穏やかな下流の沢井駅方面にかけて、川沿いの遊歩道 4.5

ｋｍを、紅葉真っ盛りのカエデ類や玉堂美術館前の大イチョウの

黄葉をはじめ、晩秋の草花や実なども楽しみながらゆっくりと巡

り、秋の渓谷美を楽しみます。 

（漢字注意：御岳渓谷 駅は御嶽駅です） 

＊持ち物等：歩きやすい服装、靴、帽子、飲み物、弁当、雨具、防寒具、筆記用部、双眼鏡(あれば) 

＊申し込み：参加希望の方は 11 月 18 日（土）までに杉山までご連絡ください。 

                           e-mail：fwhv1526@nifty.com 

                                     携帯電話：080-5183-8253  

      なおご都合で当日の直前参加でも構いませんが、連絡はください。 

  

直近の「活動報告」部会・地域環境活動チームの記録    

9 月定例会の報告 (みどり部会担当) 

【砧公園で木の実拾い】参加者 10 名   9 月 25 日（月）10：00～13：00               

天候も良く、世田谷美術館前集合後、 

①ハンカチノキから探索が始まりました。 

②ヒマラヤスギはマツボックリの大きさに驚くだけではなく、   

頂点近くのシーダーローズと呼ばれるバラの花の様に見える鱗

片が美しく、探しましたが収集できませんでした。 

③アオギリ カカオの仲間でコーヒーの香りがするそうです。

船状の箆（へら）に特徴があります。幹は緑色できれいな肌を

しています。 

④トチノキは実が大きく特徴的ですが、大きなものを探しまし

た。 

⑤ヨウシュヤマゴボウ 紫色の実がなりますが、衣服に付くと

なかなか取れません。要注意です。                                                                                                  

⑥ムクノキ 葉がザラザラしていました。 

⑦ユリノキ マツカサ状の実で楕円状の翼がありその翼が実を付けて風で飛び落下していきます。 

⑧アカマツ、クロマツの木の下では通常のマツボックリです。大きくきれいなものを探しました。 

⑨イチョウの下では大きくはないが、銀杏がたくさんあり拾いました。 

⑩トチノキ 栗の様な大きな実ができる。食用にはなるがアクが強いのでアク抜きをしないといけませ
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ん。栗よりは食用としては落ちる。 

⑪カラスウリが咲いているのを見ましたが、元気がありません。やはり夜間の観察がよいそうです。

エコアップ探検隊の観察会に期待します。 

⑫ニワウルシ（シンジュ）楕円状の翼果で中央に種子があります。鞘が半分に割れた様な状態で、回

転しながら落下します。 

シラカシ、アラカシ、クヌギのドングリや、クロマツ、アカマツ、

ヒマラヤスギの球果、トチノキ、ムクロジ、ニワウルシそれぞれの

木の実の勉強をしながら、花炭になりそうなもの、玩具に加工でき

そうなものなどを探しました。シーダーローズのきれいなものが見

つからなかったのが気がかりです。今回「木の葉」「木の実」の図鑑

をお持ちの方がおられ、実物と比較しながらの観察は非常に参考に

なりました。 

杉山さんをはじめ参加された方にはお世話になりました。 

ありがとうございました。（小池記）                                    ヒマラヤスギの雌花                                                                         

   

１０月定例会報告 （食と農部会担当） 

日 時： 2023 年 10 月 7 日(土) 8 名参加 

テーマ： 川崎市麻生区岡上営農団地見学 
 

小田急線鶴川駅に 9 時半集合。澄んだ青空が目に

眩しいほどの晴天。１週間前に（９月 30 日）下見

をした日は曇っていたが途中から小雨が降り出す寒

い日だった。さて本番の日に集まったのは８人。本

日のオーガナイザーの赤坂さんから 30 分程レクチ

ュアを受ける。 

この岡上地区は農業振興地区に指定され宅地化から

免れている箇所である。今回お話を伺う山田さんは

そこで営農組合組合長をされている。 

待ち合わせ場所に歩く途中、前回はたわわに実った

稲穂が刈り取られて稲木掛け（ハゼ掛けともハザ掛

けともいう）の最中であった。 

↑10 月 7 日のハザかけ                         ↑9 月 30 日の稲穂↑ 

 



世田谷から約 20 分で行ける地で本格的な収穫の様子が間近で見られるのに驚いた。 

山田さんから都市農業について色々とお話を伺う。作付け面積、路地栽培の品種、ハウス栽培 

(イチゴなど）営農団地としての問題点とこれからのこと・・・etc。どこでも耳にすることだが後継

者不足が一番大きな問題であり課題だという。8 代目に当たる山田さんは父親からさらに息子と 3

代続き脱サラで農業に従事している。息子さん二人は、レストラン経営やワインの醸造、イチゴ栽

培へと幅を広げ中核を担い始めている。二人とも農業従事者としてはまだ若い。今後の展開が楽し

みである。 

今回は営農団地の象徴であるハウスは収穫期が終わり作物も人もいなかった、しかし、我々はへこ

たれることなく、直販所で柿やサツマイモなどを手に入れ昼食を終えて家路についた。お疲れ様で

した。 

(田中 記) 

   

2023 年 10 月１５日(日) 第 17 回生涯現役フェアに出展 １２名参加 
  

朝から雨が降りしきる中、玉川支所で第 17 回生

涯現役フェアが開催され、展示物等の設置や会場

設営、受付対応などで 12 名の会員の方が参加さ

れました。 

展示ボードエリアでの会の紹介や説明には、多く

人々が訪れました。エコアップ探検隊秋編に興味

のある方や、地球環境問題に強い関心がある方は

今年開講している環境入門講座に参加希望との事

でした。又、初めての試みである他団体との交流

会も盛況でした。   寒い中皆様大変お疲れ様でした。                            (松田 記) 

 

                                                                                                                                                                                                                                        

部会・地域環境活動チームの記録 

部会・チーム 活   動   内   容  （ ～ 10／1７） 

食と農部会 １０/１４（土） ZOOM 部会開催 参加者７名 

・10/7 実施の「川崎市麻生区岡上営農団地見学」報告。・９/２１（木）実施の入門

講座１日目について、振返りを行った。・来年２月の食と農部会担当定例会のテーマ

及び担当者を決定。・ニュース・トピックスについて、意見交換。 

まち部会 9/25 部会開催 10 時～12 時、消費生活課教室 

    打合せ ①入門講座 2 日目について ②世田谷エコフレンドリーショップに 

        ついて ③12 月まち部会担当の定例会について 3 名出席 

10/5 入門講座 2 日目実施（千歳清掃工場） 

次回の部会：10/18 10 時～13 時、生活工房作業スペース A  

みどり部会 10 月 6 日（金）、17 日（火）岡本フェノロジー調査実施 

10 月 24 日（火）15：00～17：00 みどり部会（鎌田区民センター第 4 会議室）

の予定 

水部会 ９/24（日）10 時～ 環境入門講座の打ち合わせ 砧図書館集会室にて その後野

川歩きの下見 喜多見駅から 喜多見東地区会館まで 参加者 8 名 

10/8（日）10 時～ 環境入門講座の事前打ち合わせ 砧図書館集会室にて 参加者

6 名 



地球環境部会 10/11（水）Zoom 部会開催 19 時半～21 時 45 分  出席者 8 名 

・前回議事録を読み上げ本日の議題確認 

・環境入門講座について（11/2 開催当日に発表する「家庭の省エネハンドブック」

と「ワークショップ」の進め方について議論した。その他、当日の準備物やスケジ

ュール、役割分担等を確認した） 

エコアップ 

探検隊 

・エコアップ探検隊・秋編の参加者募集開始は、記事が 10 月 15 日号の区報に

掲載されることより、「10 月 15 日」として㏋に掲示。・現在クリスマスリー

ス用クズの茎の採集作業日程の調整中。 

学校支援 9 月２５日東玉川小学校３年生５２名虫の観察導入 ６名参加 

９月２６日東玉川小学校３年生５２名虫の観察 ８名参加 

１０月５日東玉川小学校１年生５９名洗足池公園で秋見つけ ７名参加 

１０月１７日多聞小学校１年生１４５名三宿の森公園で秋見つけ ６名参加 

環境入門講座 １．環境入門講座が、4 年ぶりに 9 月 21 日から 18 名の受講生体制で始まった。 

・1 日目：9/21 開校式オリエンテーション及び「食と農を学ぶ」16 名受講。 

・2 日目：10/5「みんなで考えよう。ごみ削減」14 名受講。 

２．「6 日目」の内容につて、11 月 6 日以降チーム会議を実施し取りまとめる。 
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